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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システム内で第1のグループセッションから第2のグループセッションに
選択的に切り替える方法であって、
　所与のアクセス端末が前記第1のグループセッションに参加しているとき、第2のグルー
プセッションを告知する告知メッセージを前記所与のアクセス端末において無線アクセス
ネットワークから受信するステップ（５２５）と、
　前記第1のグループセッションおよび前記第2のグループセッションのうちの1つまたは
複数に関連付けられた1つまたは複数の優先度レベルを収集するステップ（５３０；５３
５）と、
　前記1つまたは複数の優先度レベルに基づいて前記第1のグループセッションから前記第
2のグループセッションに切り替えるべきかどうかを判断するステップ（５４０）と、
　前記判断するステップに基づいて前記第1のグループセッションから前記第2のグループ
セッションに選択的に切り替えるステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記収集するステップが、
　前記所与のアクセス端末の優先度プロファイルに基づいて前記第1のグループセッショ
ンに関連付けられた第1の優先度レベルを判断するステップと、
　前記所与のアクセス端末の前記優先度プロファイルに基づいて前記第2のグループセッ
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ションに関連付けられた第2の優先度レベルを判断するステップと
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記判断するステップは、前記第2の優先度レベルが前記第1の優先度レベルよりも高い
優先度を有する場合、前記第1のグループセッションから前記第2のグループセッションに
切り替えることを判断する、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1の優先度レベルの前記判断が、
　前記第1のグループセッションの発信者のアクセス端末識別子を識別するステップと、
　前記優先度プロファイルから、発信者として前記アクセス端末識別子に関連付けられた
優先度レベルとして前記第1の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセス端末識別子が前記所与のアクセス端末を識別する、請求項4に記載の方法
。
【請求項６】
　前記第1の優先度レベルの前記判断は、
　前記第1のグループセッションの発信者が属するアクセス端末のクラスを識別するステ
ップと、
　前記優先度プロファイルから、発信者としてアクセス端末の前記クラスに関連付けられ
た優先度レベルとして前記第1の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の優先度レベルの前記判断が、
　前記第1のグループセッションの前記告知メッセージを受信した少なくとも1つのアクセ
ス端末のアクセス端末識別子を識別するステップと、
　前記優先度プロファイルから、ターゲットアクセス端末として前記アクセス端末識別子
に関連付けられた優先度レベルとして前記第1の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項８】
　前記アクセス端末識別子が前記所与のアクセス端末を識別する、請求項7に記載の方法
。
【請求項９】
　前記第1の優先度レベルの前記判断は、
　前記第1のグループセッションの前記告知メッセージを受信した少なくとも1つのアクセ
ス端末が属するアクセス端末のクラスを識別するステップと、
　前記優先度プロファイルから、ターゲットアクセス端末としてアクセス端末の前記クラ
スに関連付けられた優先度レベルとして前記第1の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第2の優先度レベルの前記判断が、
　前記第2のグループセッションの発信者のアクセス端末識別子を識別するステップと、
　前記優先度プロファイルから、発信者として前記アクセス端末識別子に関連付けられた
優先度レベルとして前記第2の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第2の優先度レベルの前記判断は、
　前記第2のグループセッションの発信者が属するアクセス端末のクラスを識別するステ
ップと、
　前記優先度プロファイルから、発信者としてアクセス端末の前記クラスに関連付けられ
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た優先度レベルとして前記第2の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第2の優先度レベルの前記判断が、
　前記第2のグループセッションの前記告知メッセージを受信した少なくとも1つのアクセ
ス端末のアクセス端末識別子を識別するステップと、
　前記優先度プロファイルから、ターゲットアクセス端末として前記アクセス端末識別子
に関連付けられた優先度レベルとして前記第2の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１３】
　前記識別するステップが、前記受信された告知メッセージから、または前記受信された
告知メッセージに加えて帯域外メッセージから、前記告知メッセージを受信した前記少な
くとも1つのアクセス端末の前記アクセス端末識別子を抽出する、請求項12に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記第2の優先度レベルの前記判断は、
　前記第2のグループセッションの前記告知メッセージを受信した少なくとも1つのアクセ
ス端末が属するアクセス端末のクラスを識別するステップと、
　前記優先度プロファイルから、ターゲットアクセス端末としてアクセス端末の前記クラ
スに関連付けられた優先度レベルとして前記第2の優先度レベルを取得するステップと
　を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１５】
　前記優先度プロファイルが、所与のグループセッションの発信者に対応するアクセス端
末のアクセス端末識別子またはクラスの優先度レベル値の第1のセットと、所与のグルー
プセッションのターゲットアクセス端末に対応するアクセス端末の前記アクセス端末識別
子または前記クラスの優先度レベル値の第2のセットとを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１６】
　前記告知メッセージが受信された後、前記第2のグループセッションの発信者以外の1つ
または複数のアクセス端末が前記第2のグループセッションに入ったことを示す通知を受
信するステップをさらに含み、
　前記収集するステップは、前記1つまたは複数のアクセス端末が前記第2のグループセッ
ションに入ったことを知ることに少なくとも部分的に基づく
　請求項1に記載の方法。
【請求項１７】
　前記収集するステップは、前記1つまたは複数のアクセス端末が前記第2のグループセッ
ションに入ったと知られたとき、前記1つまたは複数の他のアクセス端末による前記第2の
グループセッションの受付けが投機的であるときと比較して前記第2のグループセッショ
ンについてより高い優先度レベルを収集する、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信システム内で第1のグループセッションから第2のグループセッションに
選択的に切り替えるように構成されたアクセス端末であって、
　前記アクセス端末が前記第1のグループセッションに参加しているとき、第2のグループ
セッションを告知する告知メッセージを前記アクセス端末において無線アクセスネットワ
ーク（１２０）から受信するための手段と、
　前記第1のグループセッションおよび前記第2のグループセッションのうちの1つまたは
複数に関連付けられた1つまたは複数の優先度レベルを収集するための手段と、
　前記1つまたは複数の優先度レベルに基づいて前記第1のグループセッションから前記第
2のグループセッションに切り替えるべきかどうかを判断するための手段と、
　前記判断に基づいて前記第1のグループセッションから前記第2のグループセッションに
選択的に切り替えるための手段と
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　を含むアクセス端末。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信システム内で第1のグループセッションから第2のグループセッションに
選択的に切り替えるように構成されたアクセス端末によって実行されると、前記アクセス
端末に動作を実行させる命令を含むコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、
　前記アクセス端末が前記第1のグループセッションに参加しているとき、第2のグループ
セッションを告知する告知メッセージを前記アクセス端末において無線アクセスネットワ
ークから受信するためのプログラムコードと、
　前記第1のグループセッションおよび前記第2のグループセッションのうちの1つまたは
複数に関連付けられた1つまたは複数の優先度レベルを収集するためのプログラムコード
と、
　前記1つまたは複数の優先度レベルに基づいて前記第1のグループセッションから前記第
2のグループセッションに切り替えるべきかどうかを判断するためのプログラムコードと
、
　前記判断に基づいて前記第1のグループセッションから前記第2のグループセッションに
選択的に切り替えるためのプログラムコードと
　を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　米国特許法第119条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、2009年3月30日に出願
された「DETERMINING　WHETHER　TO　SWITCH　BETWEEN　GROUP　CALLS　BASED　ON　PRIO
RITY　WITHIN　A　WIRELESS　COMMUNICATIONS　SYSTEM」と題する仮出願第61/164,626号
の優先権を主張する。
【０００２】
　本発明の実施形態は、ワイヤレス通信システム内で優先度に基づいてグループ呼間で切
り替えるべきかどうかを判断することを対象とする。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、第1世代アナログワイヤレス電話サービス(1G)、第2世代(2
G)デジタルワイヤレス電話サービス(中間の2.5Gおよび2.75Gネットワークを含む)、なら
びに第3世代(3G)高速データ/インターネット対応ワイヤレスサービスを含む、様々な世代
を通じて発展してきた。現在、セルラーシステムとパーソナルコミュニケーションズサー
ビス(PCS)システムとを含む、多くの様々なタイプのワイヤレス通信システムが使用され
ている。知られているセルラーシステムの例には、セルラーAnalog　Advanced　Mobile　
Phone　System(AMPS)、および符号分割多元接続(CDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、時
分割多元接続(TDMA)、TDMAのGlobal　System　for　Mobile接続(GSM（登録商標）)変形に
基づくデジタルセルラーシステム、およびTDMA技術とCDMA技術の両方を使用するより新し
いハイブリッドデジタル通信システムがある。
【０００４】
　CDMAモバイル通信を提供するための方法は、本明細書ではIS-95と呼ぶ、「Mobile　Sta
tion-Base　Station　Compatibility　Standard　for　Dual-Mode　Wideband　Spread　S
pectrum　Cellular　System」と題するTIA/EIA/IS-95-Aにおいて、米国電気通信工業会/
米国電子工業会によって米国で規格化された。複合AMPS&CDMAシステムはTIA/EIA規格IS-9
8に記載されている。他の通信システムは、広帯域CDMA(WCDMA（登録商標）)、CDMA2000(
たとえば、CDMA2000　1xEV-DO規格など)またはTD-SCDMAと呼ばれるものをカバーする規格
である、IMT-2000/UM、すなわちInternational　Mobile　Telecommunications　System　
2000/Universal　Mobile　Telecommunications　Systemに記載されている。
【０００５】
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　ワイヤレス通信システムでは、移動局、ハンドセット、またはアクセス端末(AT)が、基
地局に隣接するかまたはこれを囲む特定の地理的領域内での通信リンクまたはサービスを
サポートする、固定位置の基地局(セルサイトまたはセルとも呼ばれる)からの信号を受信
する。基地局は、一般に、サービス品質(QoS)要件に基づいてトラフィックを区別するた
めの方法をサポートする標準Internet　Engineering　Task　Force(IETF)ベースのプロト
コルを使用するパケットデータネットワークである、アクセスネットワーク(AN)/無線ア
クセスネットワーク(RAN)にエントリポイントを与える。したがって、基地局は、一般に
、無線インターフェースによってATと対話し、インターネットプロトコル(IP)ネットワー
クデータパケットによってANと対話する。
【０００６】
　ワイヤレス電気通信システムでは、プッシュツートーク(PTT)機能がサービスセクタお
よび消費者に普及している。PTTは、CDMA、FDMA、TDMA、GSM（登録商標）など、標準の商
用ワイヤレスインフラストラクチャ上で動作する「ディスパッチ」ボイスサービスをサポ
ートすることができる。ディスパッチモデルでは、エンドポイント(AT)間の通信が仮想グ
ループ内で行われ、そこでは1人の「送話者(talker)」のボイスが1人または複数の「受話
者(listener)」に送信される。このタイプの通信の単一のインスタンスは、通常、ディス
パッチ呼、または単にPTT呼と呼ばれる。PTT呼は、呼の特性を定義する、グループのイン
スタンシエーションである。グループは、本質的に、グループ名またはグループ識別情報
など、メンバーリストおよび関連情報によって定義される。
【０００７】
　従来、ワイヤレス通信ネットワーク内のデータパケットは、単一の宛先またはアクセス
端末に送信されるように構成された。単一の宛先へのデータの送信は「ユニキャスト」と
呼ばれる。モバイル通信が増加するにつれて、所与のデータを複数のアクセス端末に同時
に送信する能力がより重要になった。したがって、複数の宛先またはターゲットアクセス
端末への同じパケットまたはメッセージの同時データ送信をサポートするためのプロトコ
ルが採用された。「ブロードキャスト」は、(たとえば、所与のセル内にある、所与のサ
ービスプロバイダによってサービスされるものなど)すべての宛先またはアクセス端末へ
のデータパケットの送信を指し、「マルチキャスト」は、宛先またはアクセス端末の所与
のグループへのデータパケットの送信を指す。一例では、宛先の所与のグループまたは「
マルチキャストグループ」は、(たとえば、所与のセル内にある、所与のサービスプロバ
イダによってサービスされるものなど)可能な宛先またはアクセス端末のうちの2つ以上お
よびすべてよりも少ない数を含むことができる。ただし、少なくともいくつかの状況にお
いては、マルチキャストグループが、ユニキャストと同様に、ただ1つのアクセス端末を
含むこと、あるいは代替的に、マルチキャストグループが、ブロードキャストと同様に、
(たとえば、セルまたはセクタ内の)すべてのアクセス端末を含むことが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許出願公開第2007/0049314号
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】「CDMA2000　High　Rate　Broadcast-Multicast　Packet　Data　Air　
Interface　Specification」と題する、2006年2月14日付けの3GPP2のBCMCS規格のバージ
ョンである、バージョン1.0　C.S0054-A
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ブロードキャストおよび/またはマルチキャストは、マルチキャストグループに対応す
るために複数の連続ユニキャスト動作を実行する、複数のデータ送信を同時に処理するた
めの一意のブロードキャスト/マルチキャストチャネル(BCH)を割り当てるなど、いくつか
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の方法でワイヤレス通信システム内で実行され得る。プッシュツートーク通信のためのブ
ロードキャストチャネルを使用する従来のシステムが、その内容の全体が参照により本明
細書に組み込まれる、「Push-To-Talk　Group　Call　System　Using　CDMA　1x-EVDO　C
ellular　Network」と題する、2007年3月1日付けの米国特許出願公開第2007/0049314号に
記載されている。公開第2007/0049314号に記載されているように、従来のシグナリング技
法を使用するプッシュツートーク呼のためにブロードキャストチャネルを使用することが
できる。ブロードキャストチャネルの使用は従来のユニキャスト技法よりも帯域幅要件を
改善することができるが、ブロードキャストチャネルの従来のシグナリングは、依然とし
て追加のオーバーヘッドおよび/または遅延を生じる可能性があり、システムパフォーマ
ンスを劣化させることがある。
【００１１】
　3rd　Generation　Partnership　Project　2(「3GPP2」)は、CDMA2000ネットワークに
おけるマルチキャスト通信をサポートするためのブロードキャストマルチキャストサービ
ス(BCMCS)規格を定義する。したがって、「CDMA2000　High　Rate　Broadcast-Multicast
　Packet　Data　Air　Interface　Specification」と題する、2006年2月14日付けの3GPP
2のBCMCS規格のバージョンである、バージョン1.0　C.S0054-Aは、その全体が参照により
本明細書に組み込まれる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の実施形態は、ワイヤレス通信システム内で優先度に基づいてグループ呼間で切
り替えるべきかどうかを判断することを対象とする。一実施形態では、所与のアクセス端
末が第1のグループセッションに参加しているとき、第2のグループセッションを告知する
告知メッセージを所与のアクセス端末において受信する。所与のアクセス端末は、第1の
グループセッションおよび第2のグループセッションのうちの1つまたは複数に関連付けら
れた1つまたは複数の優先度レベルを収集する。アクセス端末は、1つまたは複数の優先度
レベルに基づいて第1のグループセッションから第2のグループセッションに切り替えるべ
きかどうかを判断する。アクセス端末は、その判断に基づいて第1のグループセッション
から第2のグループセッションに選択的に切り替える。
【００１３】
　本発明の実施形態およびその付随する利点の多くのより完全な諒解は、以下の発明を実
施するための形態を参照し、本発明を限定するためではなく単に例示するために提示する
添付の図面とともに考察することによってより良く理解されれば、容易に得られるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の少なくとも1つの実施形態によるアクセス端末とアクセスネットワーク
とをサポートするワイヤレスネットワークアーキテクチャの図である。
【図２】本発明の例示的な一実施形態によるキャリアネットワークを示す図である。
【図３】本発明の少なくとも1つの実施形態によるアクセス端末の図である。
【図４】グループセッション間で切り替える従来の方法を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態による、1つまたは複数の関連付けられた優先度レベルに基
づいてグループセッション間で切り替えるためのプロセスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の特定の実施形態を対象とする以下の説明および関連する図面で本発明の態様を
開示する。本発明の範囲から逸脱することなく代替実施形態を考案することができる。さ
らに、本発明の関連する詳細を不明瞭にしないように、本発明のよく知られている要素に
ついては詳細に説明しないか、または省略する。
【００１６】
　「例示的」および/または「例」という用語は、本明細書では「例、事例、または例示
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として機能すること」を意味するために使用される。本明細書で「例示的」および/また
は「例」として説明するいかなる実施形態も、必ずしも他の実施形態よりも好ましいまた
は有利であると解釈すべきではない。同様に、「本発明の実施形態」という用語は、本発
明のすべての実施形態が論じられた特徴、利点または動作モードを含むことを必要としな
い。
【００１７】
　さらに、多くの実施形態については、たとえば、コンピューティングデバイスの要素に
よって実行すべき一連のアクションに関して説明する。本明細書で説明する様々なアクシ
ョンは、特定の回路(たとえば、特定用途向け集積回路(ASIC))によって、1つまたは複数
のプロセッサによって実行されるプログラム命令によって、あるいは両方の組合せによっ
て実行され得ることを認識されよう。さらに、本明細書で説明するこれらの一連のアクシ
ョンは、実行時に、関連するプロセッサに本明細書で説明する機能を実行させるコンピュ
ータ命令の対応するセットを記憶した任意の形式のコンピュータ可読記憶媒体内で全体と
して実施すべきものと見なすことができる。したがって、本発明の様々な態様は、すべて
が請求する主題の範囲内に入ることが企図されているいくつかの異なる形式で実施され得
る。さらに、本明細書で説明する実施形態ごとに、そのような実施形態の対応する形式を
、たとえば、記載のアクションを実行する「ように構成された論理部」として本明細書で
説明することがある。
【００１８】
　本明細書でアクセス端末(AT)と呼ぶ高データレート(HDR)加入者局は、移動でも固定で
もよく、本明細書でモデムプールトランシーバ(MPT)または基地局(BS)と呼ぶ1つまたは複
数のHDR基地局と通信することができる。アクセス端末は、1つまたは複数のモデムプール
トランシーバを介して、モデムプールコントローラ(MPC)、基地局コントローラ(BSC)およ
び/またはパケット制御機能(PCF)と呼ばれるHDR基地局コントローラとの間でデータパケ
ットを送信および受信する。モデムプールトランシーバおよびモデムプールコントローラ
は、アクセスネットワークと呼ばれるネットワークの一部である。アクセスネットワーク
は複数のアクセス端末間でデータパケットをトランスポートする。
【００１９】
　アクセスネットワークは、企業イントラネットまたはインターネットなど、アクセスネ
ットワークの外部の追加のネットワークにさらに接続でき、各アクセス端末とそのような
外部のネットワークとの間でデータパケットをトランスポートすることができる。1つま
たは複数のモデムプールトランシーバとのアクティブトラフィックチャネル接続を確立し
たアクセス端末は、アクティブアクセス端末と呼ばれ、トラフィック状態にあると言われ
る。1つまたは複数のモデムプールトランシーバとのアクティブトラフィックチャネル接
続を確立中であるアクセス端末は、接続セットアップ状態にあると言われる。アクセス端
末は、ワイヤレスチャネルを介して、または、たとえば、光ファイバまたは同軸ケーブル
を使用するワイヤードチャネルを介して通信する任意のデータデバイスとすることができ
る。アクセス端末はさらに、限定はしないが、PCカード、コンパクトフラッシュ（登録商
標）、外部または内部モデム、あるいはワイヤレス電話または有線電話を含む、いくつか
のタイプのデバイスのいずれかとすることができる。アクセス端末が信号をモデムプール
トランシーバに送信するための通信リンクは、逆方向リンクまたは逆方向トラフィックチ
ャネルと呼ばれる。モデムプールトランシーバが信号をアクセス端末に送信するための通
信リンクは、順方向リンクまたは順方向トラフィックチャネルと呼ばれる。本明細書で使
用するトラフィックチャネルという用語は、順方向トラフィックチャネルまたは逆方向ト
ラフィックチャネルのいずれかを指すことができる。
【００２０】
　図1に、本発明の少なくとも1つの実施形態によるワイヤレスシステム100の例示的な一
実施形態のブロック図を示す。システム100は、アクセス端末102をネットワーク機器に接
続して、パケット交換データネットワーク(たとえば、イントラネット、インターネット
、および/またはキャリアネットワーク126)とアクセス端末102、108、110、112との間に



(8) JP 5667246 B2 2015.2.12

10

20

30

40

50

データ接続性を与えることができるエアインターフェース104を介してアクセスネットワ
ークまたは無線アクセスネットワーク(RAN)120と通信している、セルラー電話102などの
アクセス端末を含むことができる。本明細書に示すように、アクセス端末は、セルラー電
話102、携帯情報端末108、本明細書に双方向テキストページャとして示すページャ110、
さらにはワイヤレス通信ポータルを有する別個のコンピュータプラットフォーム112とす
ることができる。したがって、本発明の実施形態は、ワイヤレスモデム、PCMCIAカード、
パーソナルコンピュータ、電話、またはそれらの任意の組合せもしくは部分的な組合せを
限定なしに含む、ワイヤレス通信ポータルを含むか、またはワイヤレス通信機能を有する
任意の形態のアクセス端末上で実現され得る。さらに、本明細書で使用する「アクセス端
末」、「ワイヤレスデバイス」、「クライアントデバイス」、「モバイル端末」という用
語およびそれらの変形体は、互換的に使用され得る。
【００２１】
　再び図1を参照すると、ワイヤレスネットワーク100の構成要素および本発明の例示的な
実施形態の要素の相互関係は、図示の構成に限定されない。システム100は、例示的なも
のにすぎず、ワイヤレスクライアントコンピューティングデバイス102、108、110、112な
どのリモートアクセス端末が、互いに、および/またはキャリアネットワーク126、インタ
ーネット、および/または他のリモートサーバを限定なしに含む、エアインターフェース1
04およびRAN120を介して接続された構成要素との間で無線で通信することを可能にする任
意のシステムを含むことができる。
【００２２】
　RAN120は、基地局コントローラ/パケット制御機能(BSC/PCF)122に送信される(一般に、
データパケットとして送信される)メッセージを制御する。BSC/PCF122は、パケットデー
タサービスノード100(「PDSN」)とアクセス端末102/108/110/112との間でのベアラチャネ
ル(すなわち、データチャネル)のシグナリング、確立およびティアダウンを担当する。リ
ンクレイヤ暗号化が使用可能である場合、BSC/PCF122はまた、エアインターフェース104
を介してコンテンツを転送する前にそのコンテンツを暗号化する。BSC/PCF122の機能は当
技術分野でよく知られており、簡潔のためにさらに論じない。キャリアネットワーク126
は、ネットワーク、インターネットおよび/または公衆交換電話網(PSTN)によってBSC/PCF
122と通信することができる。代替的に、BSC/PCF122はインターネットまたは外部ネット
ワークに直接接続することができる。一般に、キャリアネットワーク126とBSC/PCF122と
の間のネットワークまたはインターネット接続はデータを転送し、PSTNはボイス情報を転
送する。BSC/PCF122は、複数の基地局(BS)またはモデムプールトランシーバ(MPT)124に接
続され得る。キャリアネットワークと同様の方法で、BSC/PCF122は一般に、データ転送お
よび/またはボイス情報のために、ネットワーク、インターネットおよび/またはPSTNによ
ってMPT/BS124に接続される。MPT/BS124は、セルラー電話102などのアクセス端末にデー
タメッセージをワイヤレスにブロードキャストすることができる。MPT/BS124、BSC/PCF12
2および他の構成要素は、当技術分野で知られているように、RAN120を形成することがで
きる。ただし、代替構成も使用でき、本発明は、図示の構成に限定されない。たとえば、
別の実施形態では、BSC/PCF122の機能とMPT/BS124の1つまたは複数とを、BSC/PCF122とMP
T/BS124の両方の機能を有する単一の「ハイブリッド」モジュールに縮小することができ
る。
【００２３】
　図2に、本発明の一実施形態によるキャリアネットワーク126を示す。図2の実施形態で
は、キャリアネットワーク126は、パケットデータサービングノード(PDSN)160と、ブロー
ドキャストサービングノード(BSN)165と、アプリケーションサーバ170と、インターネッ
ト175とを含む。ただし、代替実施形態では、アプリケーションサーバ170および他の構成
要素はキャリアネットワークの外部に位置することがある。PDSN160は、たとえば、cdma2
000の無線アクセスネットワーク(RAN)(たとえば、図1のRAN120)を利用して、インターネ
ット175、イントラネットおよび/またはリモートサーバ(たとえば、アプリケーションサ
ーバ170)へのアクセスを移動局(たとえば、図1の102、108、110、112などのアクセス端末
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)に与える。アクセスゲートウェイとして働くので、PDSN160は、単純IPおよびモバイルIP
アクセス、外部エージェントサポート、およびパケットトランスポートを与えることがで
きる。PDSN160は、認証、認可、および課金(AAA)サーバおよび他のサポートインフラスト
ラクチャのクライアントとして働くことができ、当技術分野で知られているように、IPネ
ットワークへのゲートウェイを移動局に与える。図2に示すように、PDSN160は、従来のA1
0接続を介してRAN120(たとえば、BSC/PCF122)と通信することができる。A10接続は当技術
分野でよく知られており、簡潔のためにさらに説明しない。
【００２４】
　図2を参照すると、ブロードキャストサービングノード(BSN)165は、マルチキャストお
よびブロードキャストサービスをサポートするように構成され得る。BSN165について、以
下でより詳細に説明する。BSN165は、ブロードキャスト(BC)A10接続を介してRAN120(たと
えば、BSC/PCF122)と通信し、インターネット175を介してアプリケーションサーバ170と
通信する。BCA10接続は、グループ(たとえば、マルチキャストおよび/またはブロードキ
ャスト)メッセージングを転送するために使用される。したがって、アプリケーションサ
ーバ170は、インターネット175を介してユニキャストメッセージングをPDSN160に送信し
、インターネット175を介してグループメッセージングをBSN165に送信する。
【００２５】
　一般に、以下でより詳細に説明するように、RAN120は、BCA10接続を介してBSN165から
受信したグループメッセージを、エアインターフェース104のブロードキャストチャネル(
BCH)を介して1つまたは複数のアクセス端末200に送信する。
【００２６】
　図3を参照すると、セルラー電話などのアクセス端末200(本明細書ではワイヤレスデバ
イス)は、キャリアネットワーク126、インターネットおよび/または他のリモートサーバ
およびネットワークから最終的に来ることができる、RAN120から送信されたソフトウェア
アプリケーション、データおよび/またはコマンドを受信および実行することができるプ
ラットフォーム202を有する。プラットフォーム202は、特定用途向け集積回路(「ASIC」2
08)、または他のプロセッサ、マイクロプロセッサ、論理回路、または他のデータ処理デ
バイスに動作可能に結合されたトランシーバ206を含むことができる。ASIC208または他の
プロセッサは、ワイヤレスデバイスのメモリ212中の任意の常駐プログラムとインターフ
ェースするアプリケーションプログラミングインターフェース(「API」)210レイヤを実行
する。メモリ212は、読取り専用メモリまたはランダムアクセスメモリ(RAMおよびROM)、E
EPROM、フラッシュカード、またはコンピュータプラットフォームに共通の任意のメモリ
から構成され得る。プラットフォーム202は、メモリ212中でアクティブに使用されないア
プリケーションを保持することができるローカルデータベース214を含むこともできる。
ローカルデータベース214は、一般にフラッシュメモリセルであるが、磁気メディア、EEP
ROM、光メディア、テープ、ソフトまたはハードディスクなど、当技術分野で知られてい
る任意の二次記憶デバイスとすることができる。内部プラットフォーム202の構成要素は
、当技術分野で知られていているように、構成要素の中でもアンテナ222、ディスプレイ2
24、プッシュツートークボタン228およびキーパッド226などの外部デバイスに動作可能に
結合することもできる。
【００２７】
　したがって、本発明の一実施形態は、本明細書で説明する機能を実行するための能力を
含むアクセス端末を含むことができる。当業者なら諒解するように、本明細書で開示する
機能を達成するために、様々な論理要素を、個別要素、プロセッサ上で実行されるソフト
ウェアモジュール、またはソフトウェアとハードウェアとの任意の組合せで実施すること
ができる。たとえば、ASIC208、メモリ212、API210およびローカルデータベース214をす
べて協働的に使用して、本明細書で開示する様々な機能をロード、記憶および実行するこ
とができ、したがってこれらの機能を実行する論理部を様々な要素に分散することができ
る。代替的に、機能を1つの個別構成要素に組み込むことができる。したがって、図3中の
アクセス端末の特徴は例示的なものにすぎないと見なすべきであり、本発明は図示の特徴
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または構成に限定されない。
【００２８】
　アクセス端末102とRAN120との間のワイヤレス通信は、符号分割多元接続(CDMA)、WCDMA
（登録商標）、時分割多元接続(TDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、直交周波数分割多重
(OFDM)、Global　System　for　Mobile　Communications(GSM（登録商標）)、またはワイ
ヤレス通信ネットワークもしくはデータ通信ネットワークにおいて使用され得る他のプロ
トコルなど、様々な技術に基づくことができる。データ通信は、一般に、クライアントデ
バイス102とMPT/BS124とBSC/PCF122との間で行われる。BSC/PCF122は、キャリアネットワ
ーク126、PSTN、インターネット、バーチャルプライベートネットワークなどの複数のデ
ータネットワークに接続され得、したがって、アクセス端末102はより広範囲の通信ネッ
トワークにアクセスできるようになる。前述のように、および当技術分野で知られている
ように、様々なネットワークおよび構成を使用して、ボイス送信および/またはデータをR
ANからアクセス端末に送信することができる。したがって、本明細書で提供する例は、本
発明の実施形態を限定するものではなく、本発明の実施形態の態様の説明を助けるものに
すぎない。
【００２９】
　図4に、グループセッション間で切り替える従来の方法を示す。詳細には、図4は、第1
の現在アクティブなグループセッションから、後で告知される第2のグループセッション
への、アクセス端末における切替えを示す。したがって、所与のAT(「AT1」)が、第1のグ
ループセッション(たとえば、プッシュツートーク(PTT)セッション)を受け付け、その第1
のグループセッションに登録し、AT1は、400において、1つまたは複数の他のAT(図示せず
)からの第1のグループセッションに関連付けられたグループメッセージを監視し(または
、たとえば、AT1が現在のフロア保持者である場合、通話し)、その第1のグループメッセ
ージは、405において、少なくともダウンリンクブロードキャストチャネル(BCH)上でAT1
のセクタ内のRAN120において送信するためにアプリケーションサーバ170によって転送さ
れるものと仮定する。
【００３０】
　第1のグループセッション中のあるポイントにおいて、別のAT(「AT2」)が、第2のグル
ープセッションの開始を要求するメッセージを送信する(410)。たとえば、AT2のユーザは
AT2のPTTボタンをプッシュし得、それによりPTT呼要求メッセージがトリガされて逆方向
リンクアクセスチャネル上でRAN120に送信され、今度はアプリケーションサーバ170に転
送される。415において、アプリケーションサーバ170は、呼イニシエータAT2から第2のグ
ループセッションを開始したいという要求を受信する。
【００３１】
　420において、アプリケーションサーバ170は、第2のグループセッションを複数のター
ゲットに告知するための告知メッセージを(たとえば、PDSN160またはBSN165を介して)RAN
120に転送する。AT1は、AT1が告知メッセージのターゲットATであるように、図4の説明に
おける第2のグループセッションに関連付けられたグループに属すると仮定され得る。し
たがって、425において、RAN120は、少なくともAT1のセクタ内で第2のグループセッショ
ンを告知する告知メッセージを送信する。
【００３２】
　(たとえば、PTTプロトコル、PTXプロトコル、ブロードキャストおよびマルチキャスト
サービス(BCMCS)プロトコルなどの)従来のグループ通信プロトコルは、コールウェイティ
ング機能、またはグループ呼間で切り替える他の方法を提供しない。したがって、第2の
グループセッションを告知する告知メッセージを受信すると、AT1は、430において、「ビ
ジー」状態を示す自動拒否メッセージで応答する。諒解されるように、AT1は、AT1のステ
ータスが第1のグループセッション中でアクティブであることにより、グループ告知メッ
セージに対して自動的に拒否で応答するように構成されているので、AT1のユーザは、こ
の時点において呼を受け付ける選択肢を有しない。
【００３３】
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　それでもやはり、430において、AT1には、第2のグループセッションが告知され、自動
拒否されたと通知される。したがって、435において、AT1のユーザは、第1のグループセ
ッションから第2のグループセッションに手動で切り替えるべきかどうかを判断する。AT1
がすでに別のグループセッションに関与しているとき、AT1は単に着信グループ告知を拒
否するようにデフォルト設定されているので、AT1自体はこの判断を行わないことに留意
されたい。435においてAT1のユーザが第1のグループセッションにとどまると判断した場
合、プロセスは400に戻る。そうではなく、435においてAT1のユーザが第1のグループセッ
ションから第2のグループセッションに切り替えると判断した場合、AT1は、440において
、第1のグループセッションを手動で終了し、445において、登録メッセージと、告知メッ
セージを受け付けるメッセージ(たとえば、ANNOUNCE　ACK)とを(たとえば、RAN120を介し
て中継して)アプリケーションサーバ170に送信することによって、第2のグループセッシ
ョンに入ることを手動で要求する(たとえば、グループセッションがIPマルチキャスティ
ングセッションに対応する場合、登録メッセージは、RAN120に送信されるBCMCSFlowRegis
trationメッセージに対応し得る)。
【００３４】
　AT1がこの時点で第2のグループセッションに対する最初の応答機であると仮定すると、
アプリケーションサーバ170は、ANNOUNCE　ACKを受信すると、通話を開始するようにAT2
に命令するメッセージを送信し、AT2は、そのメッセージを受信し、450において、第2の
グループセッションが開始され、ユーザが通話を開始することができることをAT2のユー
ザに示すトーンを再生する。したがって、450において、AT2のユーザは、通話することと
、ボイスパケット(または、たとえば、任意のタイプのデジタルデータを転送し得るプッ
シュツートランスファー(PTX)システムの場合のような、他のデータ)をアプリケーション
サーバ170に中継することとを開始し、アプリケーションサーバ170は、今度は455におい
て、少なくともダウンリンクBCH上でAT1のセクタ内で送信するためにボイスパケットをRA
N120に転送する。460において、AT1は、ダウンリンクBCHを監視し、第2のグループセッシ
ョンに関連付けられたグループ送信を受信する。
【００３５】
　図4の上記説明に鑑みて諒解されるように、PTT、PTXおよび/またはBCMCSに関係するプ
ロトコルなど、従来のグループ通信プロトコルに準拠したATは、別のグループセッション
がすでにアクティブであるとき、告知メッセージを自動拒否するように構成される(たと
えば、図4の430参照)。したがって、より最近に告知されたグループセッションの相対的
な重要性とは無関係に、従来のATは、ATのユーザによる手動の判断および実施なしにグル
ープセッションを切り替える選択肢を有しない。
【００３６】
　図5に、本発明の一実施形態による、1つまたは複数の関連付けられた優先度レベルに基
づいてグループセッション間で切り替えるためのプロセスを示す。詳細には、図5は、関
連付けられた優先度レベルに基づく、第1の現在アクティブなグループセッションから、
後で告知された第2のグループセッションへの、アクセス端末における切替えを示す。し
たがって、所与のAT(「AT1」)が、第1のグループセッション(たとえば、PTTセッション、
PTXセッション、BCMCSセッションなど)を受け付け、その第1のグループセッションに登録
し、AT1は、500において、1つまたは複数の他のAT(図示せず)からの第1のグループセッシ
ョンに関連付けられたグループメッセージを監視し、その第1のグループメッセージは、5
05において、少なくともダウンリンクBCH上でAT1のセクタ内のRAN120において送信するた
めにアプリケーションサーバ170によって転送されるものと仮定する。
【００３７】
　第1のグループセッション中のあるポイントにおいて、別のAT(「AT2」)が、第2のグル
ープセッションの開始を要求するメッセージを送信する(510)。たとえば、AT2のユーザは
AT2のPTTボタンをプッシュし得、それによりPTT呼要求メッセージがトリガされて逆方向
リンクアクセスチャネル上でRAN120に送信され、今度はアプリケーションサーバ170に転
送される。515において、アプリケーションサーバ170は、呼イニシエータAT2から第2のグ
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ループセッションを開始したいという要求を受信する。
【００３８】
　520において、アプリケーションサーバ170は、第2のグループセッションを複数のアク
セス端末に告知するための告知メッセージを(たとえば、PDSN160またはBSN165を介して)R
AN120に転送する。AT1は、AT1が告知メッセージのターゲットATであるように、図5の説明
における第2のグループセッションに関連付けられたグループに属すると仮定され得る。
したがって、525において、RAN120は、少なくともAT1のセクタ内で第2のグループセッシ
ョンを告知する告知メッセージを送信する(たとえば、グループセッションがIPマルチキ
ャスティングプロトコルによってサポートされる場合、ダウンリンク共有チャネル上で送
信し、またはグループセッションがIPユニキャスティングプロトコルによってサポートさ
れる場合、特定のターゲットATに宛てられた別々のメッセージを介して送信する)。
【００３９】
　告知メッセージに対して、AT1がビジーである(すなわち、別のグループ呼に関与してい
る)ことを示す自動拒否メッセージで単に応答する代わりに、AT1は、530において、第1の
グループセッションに関連付けられた第1の優先度レベルを判断し、535において、第2の
グループセッションに関連付けられた第2の優先度レベルをも判断する。たとえば、530お
よび535においてそれぞれ判断される第1の優先度レベルおよび第2の優先度レベルは、AT1
のローカルメモリ中に含まれている優先度プロファイル内に含まれている1つまたは複数
の優先度ルールに基づくことができる。一例では、優先度プロファイルは、AT1における
告知メッセージの受信の前に確定され得る。別の例では、530および/または535において
判断される優先度レベルは外部ネットワークエンティティ(たとえば、RAN120、アプリケ
ーションサーバ170など)から受信され得る。別の例では、AT1は、530および/または535に
おいて、固定の優先度値をローカルメモリに記憶する代わりにおよび/またはそれに加え
て、優先度レベルを動的に計算することができる。この動的計算は、代替的に、外部ネッ
トワークエンティティにおいて実行され、次いでAT1に伝達され得る。さらに、530の優先
度レベルを確定する方法は、535の優先度レベルを確定する方法と同じである必要はない
ことを諒解されよう。このようにして、530および/または535の優先度レベルは、(たとえ
ば、外部ネットワークエンティティによって)システム定義されるか、または(たとえば、
AT1のユーザによって)ユーザ定義され得る。
【００４０】
　図5には明示的に示されてはいないが、535は、最初に、525において受信された告知メ
ッセージに基づいて第2のグループセッションの優先度レベルを計算し、その後、優先度
レベルにさらに影響を及ぼし得るアプリケーションサーバ170からの補足情報に基づいて
第2のグループセッションの優先度レベルを計算することを含み得る。たとえば、アプリ
ケーションサーバ170は、1つまたは複数の他のAT(たとえば、AT3...N)が実際に第2のグル
ープセッションに入ったかどうかを示す情報をAT1に転送することができる。AT1の優先度
ルールに基づいて、AT1は、どのATが実際に第2のグループセッションに入ったかに基づい
て、セッションの「潜在的な」呼参加者を単に示す告知メッセージと比較して第2のグル
ープセッションの優先度レベルを増加(または低下)させることができる。この場合、告知
メッセージが呼ターゲットに呼の切替えを促すには不十分である場合でも、特定の呼参加
者が実際に呼に入っていることをさらに知ることにより、呼ターゲットは切替えを行い得
る。このタイプの補足情報が、告知された呼の優先度に影響を及ぼすために考慮に入れら
れる遅延期間は、呼ターゲットが定義することができる。
【００４１】
　530および535においてそれぞれ第1の優先度レベルおよび第2の優先度レベルを判断した
後、540において、AT1は、判断された優先度レベルに基づいて第1のグループセッション
から第2のグループセッションに切り替えるべきかどうかを判断する。
【００４２】
　530および535に戻ると、第1の例では、第1の優先度レベルおよび第2の優先度レベルの
うちの少なくとも一方は、(以下の)Table　1(表1)に示すように、第1のグループセッショ
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ら判断され得る。
【００４３】
【表１】

【００４４】
　Table　1(表1)において、(たとえば、より低い数はより高い優先度レベルに対応する)
優先度レベル値はAT1...Nの各々に関連付けられている。したがって、AT1が第1のグルー
プセッションの発信者であった場合、530において判断される第1の優先度レベル、すなわ
ち優先度レベル値は「2」である。同様に、AT2は第2のグループセッションの発信者であ
ることが知られているので(たとえば、グループ呼またはセッション発信者の識別情報が
告知メッセージ内に含まれているので)、535において判断される第2の優先度レベル、す
なわち優先度レベル値は「1」である。したがって、この例では、Table　1(表1)に関して
、優先度プロファイルは、グループ呼イニシエータまたは発信者の識別情報が優先度レベ
ルを制御するという優先度ルールに基づく。
【００４５】
　第2の例では、特定のATごとに優先度レベル値を個々に判断する代わりに、ATの所与の
グループまたはクラスをまとめて同じ優先度レベルまたは優先度レベル値に関連付けるこ
とができる。たとえば、仕事仲間に関連することが知られているドメインネーム(たとえ
ば、「Qualcomm」など)に相対的に高い優先度レベル値を割り振ることができる。したが
って、グループ呼の発信者が、仕事仲間に関連付けられ得るか、または他の方法で(たと
えば、関連するドメインネームに基づいて)業務関係として関連付けられ得る場合、その
判断される優先度レベルは、(i)クラスベースの優先度レベルおよび(ii)個々のATの優先
度レベルの中でより高い優先度レベルになり得る(たとえば、より高い優先度レベルは、
より重要な優先度レベル、すなわちより低い優先度レベル値に対応する)。したがって、
特に重要な業務連絡先(たとえば、上司、CEOなど)に一般クラスの業務連絡先よりも高い
優先度レベルが割り振られる場合、より高い優先度レベルが優先度レベル値として使用さ
れる。
【００４６】
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【００４７】
　(上記の)Table　2(表2)において、(たとえば、より低い数はより高い優先度レベルに対
応する)優先度レベル値は、Table　1(表1)の場合のようにAT1...Nの各々に関連付けられ
ている。ただし、Table　2(表2)にはさらに、業務関係であったか、または業務連絡先を
含むように定義されたクラスに関係していた発信者のドメインネームをもつ所与の優先度
レベル値「1」が関連付けられている。したがって、Table　2(表2)の優先度プロファイル
は、グループ呼イニシエータまたは発信者の識別情報またはクラスが優先度レベルを制御
するという優先度ルールに基づき、優先度レベル値が、識別されたATと、優先度プロファ
イル中のそのATの関連付けられたクラスとについて一致しない場合、より低い優先度レベ
ル値(すなわち、より高い優先度レベル)が使用される。
【００４８】
　たとえば、AT4がAT1の会社のCEOであり、(Table　2(表2)の「ドメインネームが業務関
係である」)クラスに属する場合、AT4のクラス関係の優先度レベル値は「1」である。し
かしながら、Table　2(表2)におけるAT4の個別の優先度レベル値は(たとえば、AT4はCEO
であるので)「0」である。したがって、この場合、「0」は「1」よりも高い優先度レベル
を有するので、優先度レベル値「0」が使用されるであろう。
【００４９】
　第3の例では、グループ呼イニシエータまたは発信者の識別情報またはクラスは、所与
のグループセッションに関連付けられた優先度レベルを判断する際に考察される唯一のフ
ァクタである必要はない。たとえば、グループセッションに関連付けられたグループに属
する1つまたは複数のターゲットATを、530および/または535の優先度レベル判断のファク
タとして含めることができる。たとえば、ターゲットATの識別情報は、一例では、第2の
グループセッションのための525の告知メッセージ内に(または第1のグループセッション
に関する図5に示されていないより以前の告知メッセージ中に)含まれる情報によってAT1
に伝達され得る、どのターゲットがグループセッションに入るように勧誘されているかの
指示に基づくことができる。代替的に、いずれかのグループセッションについての1つま
たは複数のターゲットATの識別情報を伝達するために、別個の帯域外メッセージを使用す
ることができる。代替的に、ターゲットATの識別情報は、どのターゲットATが実際にいず
れかのグループセッションに入ったかに基づくことができる。さらなる一例では、所与の
AT、またはATのクラスは、ターゲットATであると判断されたとき、グループ呼イニシエー
タまたは発信者であると判断されたときとは異なる優先度レベルを有し得る。これの一例
は、次のように、(以下の)Table　3(表3)に示されている。
【００５０】
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【表３】

【００５１】
　(上記の)Table　3(表3)に示すように、ATまたはATのクラスに関連付けられた優先度レ
ベルは、ATまたはATのクラスがターゲットATであるとき、ATまたはATのクラスがグループ
呼イニシエータまたは発信者であるときと比較してより低い。たとえば、図5における第2
のグループセッションは、AT2を呼イニシエータとして告知され、AT2は(「ドメインネー
ムが業務関係である」)クラスに属さず、AT1およびAT5をターゲットATとし、AT5は(「ド
メインネームが業務関係である」)クラスに属すると仮定する。発信者としてのAT2の優先
度レベル値は「0」であり、ターゲットとしてのAT5の個別の優先度レベル値は「4」であ
り、ターゲットとしてのAT5のクラスの優先度レベル値は「2」である。したがって、この
例では、「0」が優先度プロファイル内で第2のグループセッションのための最高の適格優
先度レベル値であるので、第2の優先度レベルは「0」である。
【００５２】
　Table　3(表3)では、このイニシエータ対ターゲットの関係を単純なオフセット1として
示しているが(たとえば、ターゲットAT優先度レベル値=イニシエータとしてのAT優先度レ
ベル値+1)、他の関係が可能であることを諒解されよう。たとえば、ターゲットATは、グ
ループ呼が告知されたとき、実際にグループ呼に参加することを保証されていないので、
ターゲットATに関連付けられる優先度レベルは、(たとえば、ターゲットATの受付けレー
トの履歴に基づくか、または代替的にデフォルトの期待値レベルに基づく)実際にターゲ
ットATがグループ呼に参加するであろう確率または期待値によって、対応する呼イニシエ
ータ優先度レベルからオフセットまたは調整され得る。したがって、Table　3(表3)の優
先度プロファイルは、呼イニシエータ(たとえば、ATのIDもしくはクラス)または最高優先
度の呼ターゲット(たとえば、ATのIDもしくはクラス)に基づいてグループ呼に関連付けら
れた最高優先度レベル(すなわち、最低優先度レベル値)が、グループセッションの優先度
レベルとして使用されるという優先度ルールに基づく。
【００５３】
　別の代替例では、告知されたグループセッションにターゲットATが入るであろう確率ま
たは期待値に依拠する代わりに、AT1は、最初はグループセッションに入ることを控え、
告知されたグループセッションにアクティブに参加しているATのリストを取得するための
周期的ステータスアップデート要求を送信することができる。この例では、ターゲットAT
が実際にグループセッションに入る前に、ターゲットATは、まったく考慮されないか、ま
たは代替的にあまり考慮されない。
【００５４】
　第4の例では、グループ呼のグループ呼発信者またはターゲットATに関連付けられたAT
のIDまたはクラス以外の追加の基準が、優先度レベルに影響を及ぼすように構成され得る
。たとえば、カレンダー情報を考慮に入れて、(たとえば、特定の業務連絡先が、クラス
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の優先度レベル以外の、一例では、親友でもある業務仲間を指定し得る、ATのための別個
のより高い優先度レベルを有するのでなければ、)たとえば、勤務時間(たとえば、月～金
、午前9時～午後5時)中は業務連絡先により高い優先度(すなわち、より低い優先度レベル
値)を与え、夜間および週末時間中は業務連絡先により低い優先度を与えることによって
、業務連絡先に関連付けられるクラスを調整することができる。さらに別の例では、(た
とえば、GPSなどの衛星測位システム(SPS)測定に基づく、セクタまたはサブネット識別子
に基づく)(たとえば、グループ呼発信者、1つまたは複数のターゲットAT、告知メッセー
ジを受信したATなどの)ロケーション情報が優先度レベルに影響を及ぼすことができる。
【００５５】
　第5の例では、上記のように、AT1は、530および/または535において、固定の優先度値
をローカルメモリに記憶する代わりにおよび/またはそれに加えて、優先度レベルを動的
に計算することができる。たとえば、第1のグループセッションは、最初は、上述の例の
いずれかに従って判断されたように優先度レベル「2」を有すると仮定する。たとえば、
何らかの理由で、第1のグループセッションはより重要になり、AT1のユーザは、第1のグ
ループセッションの優先度レベルを「1」または「0」に増加させ得る(たとえば、低い優
先度レベルを有する旧友が、AT1のユーザに発呼し、興味をそそる商取引を持ちかけるこ
とがある)。代替的に、第1のグループセッションは重要性がより少なくなり、AT1のユー
ザは第1のグループセッションの優先度レベルを「3」または「4」に低下させ得る(たとえ
ば、ATのユーザの会計士と重要な用件について議論した後、その会計士が、関係のない会
話を始める)。いずれの場合も、第1のグループセッションに関連付けられる最初の優先度
レベルは、530において判断された優先度レベルである必要はないことを諒解されよう。
そうではなく、第1のグループセッションの進行する重要度に関するユーザ入力に基づい
て、530の優先度レベルを調整するかまたは動的に計算することができる。同様に、第2の
グループセッションに切り替えた後、第2の優先度レベルを動的に計算または調整などす
るために、ユーザ入力を再び使用することができる。
【００５６】
　上記で与えた例のいくつかは、アクセス端末は、呼参加者の識別情報と、呼参加者がセ
ッションのターゲットであるかまたはセッションの発信者であるかとに基づいて異なる優
先度を有することができることを示しているが、別の本発明の実施形態では、呼の受付け
は、特定の呼の優先度に影響を及ぼし得る追加のパラメータである。たとえば、大きいグ
ループへの呼では、1人の特定の呼被勧誘者(call　invitee)は他の呼参加者よりも高い優
先度を有し得る。セッションに高優先度呼被勧誘者が勧誘されるということは、そのセッ
ションに相対的に高い優先度を与える。言い換えれば、高優先度呼被勧誘者が実際に呼を
受け付けるであろう投機的(speculative)可能性は、その呼が重要で「あり得る」ことを
意味する。諒解されるように、高優先度呼被勧誘者が実際に呼を受け付け、その呼に入っ
た場合、その呼は、高優先度呼被勧誘者の参加が単に投機的であったときと比較してより
一層高い優先度をとることができる。諒解されるように、高優先度呼被勧誘者は、アクセ
ス端末が呼の優先度を評価するのと同時に告知メッセージをおそらく受信しているので、
高優先度呼被勧誘者が実際に呼を受け付けるかどうかは、告知メッセージが送出されたと
きに概して知られない。
【００５７】
　たとえば、Aは現在、呼Xの中にいて、Aは、Bから呼Yへの勧誘を得るものと仮定し、さ
らに、呼Yは、Cを潜在的な呼参加者(または被勧誘者)として含むことが知られていると仮
定する。この場合、Aは、Cが呼Yを受け入れ、実際に呼Yに入っていることを確認すること
ができた場合、Aは呼Yを自動受け付けし、呼Xを放棄することのみを希望し得る。したが
って、Aは、Cが呼に入ったことをアプリケーションサーバ170によって通知されるまで、A
は呼Xの中にとどまる。この例は、ユーザのための特定の呼切替えルールを評価するため
により多くの情報が必要とされる場合、いくつかの条件により、新たに告知された呼への
切替えが遅延され得ることを示している。この例ではまた、Aが呼切替え判断を行うため
に、AにCの呼結合(call-joinder)の補足通知が送信される必要があることをアプリケーシ
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ョンサーバ170が知るように、Aのルールがアプリケーションサーバ170に伝達されるもの
と仮定する。
【００５８】
　したがって、現在のまたはアクティブなグループセッション(すなわち、第1のグループ
セッション)と、後で告知されたグループセッション(すなわち、第2のグループセッショ
ン)とに関連付けられる、相対的な優先度レベルを判断するために使用される所与のAT(「
AT1」)の優先度プロファイルを形成するために多くの様々な優先度ルールを使用すること
ができることを諒解されよう。上記のように、グループ呼(たとえば、PTT、PTXおよび/ま
たはBCMCS呼)を自動的に受け付けるべきかまたはグループ呼間で切り替えるべきかを判断
するために使用されるグループ呼の優先度の考慮により、AT1がグループセッションに入
った後にグループ呼を単に自動拒否する機構よりも多くの柔軟性が与えられる。
【００５９】
　図5の540に戻ると、AT1は、それぞれ530および535において判断された第1の優先度レベ
ルおよび第2の優先度レベルに基づいて第1のグループセッションから第2のグループセッ
ションに切り替えるべきかどうかを判断する。たとえば、第1のグループセッションの第1
の優先度レベル値に関連付けられた優先度レベル値が、第2のグループセッションの第2の
優先度レベルに関連付けられた優先度レベル値以下である場合、AT1は、540において第1
のグループセッションから第2のグループセッションに切り替えないと判断し、(すなわち
、第2のグループセッションは第1のグループセッションに勝る優先度を有しないので)プ
ロセスは500に戻り、AT1は第1のグループセッションに参加(たとえば、第1のグループセ
ッションを監視)し続ける。別の例では、第1のグループセッションの第1の優先度レベル
に関連付けられた優先度レベル値が、第2のグループセッションの第2の優先度レベルに関
連付けられた優先度レベル値よりも高い場合、AT1は、540において、(すなわち、第2のグ
ループセッションが第1のグループセッションよりも高い優先度を有するので)第1のグル
ープセッションから第2のグループセッションに切り替えると判断する。
【００６０】
　したがって、AT1が、540において第1のグループセッションから第2のグループセッショ
ンに切り替えると判断した場合、AT1は、545において、第1のグループセッションの監視
を停止し、550において、第2のグループセッションの受付け(たとえば、アプリケーショ
ンサーバ170へのANNOUNCE　ACK)と、第2のグループセッションへの登録(たとえば、グル
ープセッションがIPマルチキャスティングプロトコルによってサポートされる場合のBCMC
SFlowRegistrationメッセージ)とを示す1つまたは複数のメッセージをRAN120に送信する
。一例では、ANNOUNCE　ACKメッセージおよび登録メッセージは単一の逆方向リンクパケ
ット内でバンドルされ得る。代替例では、ANNOUNCE　ACKメッセージおよび登録メッセー
ジは別々のパケット中でRAN120に送信され得る。さらに、第2のグループセッションのた
めにさらなるリソースが必要とされるのでなければ、AT1が新しいリソースを要求する必
要がないように、第1のグループセッションのために確立されたTCHおよびQoSリソースは
、切替え中に第2のグループセッションのために維持され得ることを諒解されたい。
【００６１】
　AT1がこの時点で第2のグループセッションに対する最初の応答機であると仮定すると、
アプリケーションサーバ170は、ANNOUNCE　ACKを受信すると、通話を開始するようにAT2
に命令するメッセージを送信し、AT2は、そのメッセージを受信し、555において、第2の
グループセッションが開始され、ユーザが通話を開始することができることをAT2のユー
ザに示すトーンを再生する。したがって、555において、AT2のユーザは、通話することと
、ボイスパケット(または、たとえば、任意のタイプのデジタルデータを転送し得るプッ
シュツートランスファー(PTX)システムの場合のような、他のデータ)をアプリケーション
サーバ170に中継することとを開始し、アプリケーションサーバ170は、今度は560におい
て、少なくともダウンリンクBCH上でAT1のセクタ内で送信するためにボイスパケットをRA
N120に転送する。565において、AT1は、ダウンリンクBCHを監視し、第2のグループセッシ
ョンに関連付けられたグループ送信を受信する。
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【００６２】
　図5の上記説明に鑑みて諒解されるように、(たとえば、ATの優先度プロファイルによっ
て判断された優先度レベルに基づいて)グループセッションまたは呼の間で切り替えるべ
きかどうかを判断するようにATを構成することは、ATがグループセッションに関与した後
にすべての告知メッセージを自動拒否するよりも多くの柔軟性を可能にし、ならびに、AT
のうちの1つまたは複数がグループセッション間で切り替えると判断した場合、(たとえば
、ATにおける手動のユーザ介入を必要とすることなしに)潜在的により高速な切替え時間
を実現する。
【００６３】
　上記で説明した本発明の実施形態では、「マルチキャスト」という用語は、いくつかの
タイプの通信セッションおよびシグナリングメッセージを指すように使用したが、この用
語はどんなのタイプのグループ呼にも対応するように使用しており、必ずしもグループ呼
のIPマルチキャスティング実装形態に限定されるわけではない。たとえば、本発明の他の
実施形態では、ユニキャストプロトコルを介して通信する2つ以上のAT間の呼もマルチキ
ャスト呼として解釈することができる。したがって、マルチキャストまたはグループ呼は
、IPマルチキャスティングプロトコル、または代替的に複数のIPユニキャストセッション
のいずれかを用いて達成され得る。
【００６４】
　情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表すことができる
ことを当業者は諒解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表すことができる。
【００６５】
　さらに、本明細書で開示した実施形態に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック
、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。
ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素
、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装
するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者
は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装することができるが、そのよう
な実装の決定は、本発明の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【００６６】
　本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積
回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)または他のプログラマブル論
理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理部、個別ハードウェア構成要素、あるい
は本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実
装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることができるが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械とすることができる。プロセッサは、コンピューティングデバイスの
組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、D
SPコアと連携する1つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような
構成として実装することもできる。
【００６７】
　本明細書で開示した実施形態と関連して説明した方法、シーケンス、および/またはア
ルゴリズムは、直接ハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュ
ールで、またはその2つの組合せで実施することができる。ソフトウェアモジュールは、R
AMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハー
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ドディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野で知られている任意の他
の形態の記憶媒体中に常駐することができる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒
体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結
合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化することができる。プロセッサお
よび記憶媒体はASIC中に常駐することができる。ASICはユーザ端末(たとえば、アクセス
端末)中に常駐することができる。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端
末中に個別構成要素として常駐することができる。
【００６８】
　1つまたは複数の例示的な実施形態では、説明した機能はハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装す
る場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶するか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信することができる。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュー
タによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体でよい。限定ではなく、例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMまたは他の光ディスクスト
レージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令また
はデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、
コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含むことができる。また、い
かなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸
ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外
線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、
または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツ
イストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒
体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク(disk)およびディスク(disc)は、コン
パクトディスク(disc)(CD)、レーザディスク(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途
ディスク(disc)(DVD)、フロッピー（登録商標）ディスク(disk)およびブルーレイディス
ク(disc)を含み、ディスク(disk)は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は
、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含めるべきである。
【００６９】
　上記の開示は本発明の例示的な実施形態を示すが、添付の特許請求の範囲によって規定
される本発明の範囲から逸脱することなく本明細書において様々な変更および修正を行う
ことができることに留意されたい。本明細書で説明した本発明の実施形態による方法クレ
ームの機能、ステップおよび/またはアクションを特定の順序で実行しなくてもよい。さ
らに、本発明の要素は、単数形で説明または請求されていることがあるが、単数形に限定
することが明示的に述べられていない限り、複数形が企図される。
【符号の説明】
【００７０】
　　100　ワイヤレスシステム
　　100　システム
　　100　ワイヤレスネットワーク
　　100　パケットデータサービスノード
　　102　アクセス端末
　　102　セルラー電話
　　102　ワイヤレスクライアントコンピューティングデバイス
　　102　クライアントデバイス
　　104　エアインターフェース
　　108　アクセス端末
　　108　携帯情報端末
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　　108　ワイヤレスクライアントコンピューティングデバイス
　　110　アクセス端末
　　110　ページャ
　　110　ワイヤレスクライアントコンピューティングデバイス
　　112　アクセス端末
　　112　コンピュータプラットフォーム
　　112　ワイヤレスクライアントコンピューティングデバイス
　　120　無線アクセスネットワーク(RAN)
　　120　RAN
　　122　基地局コントローラ/パケット制御機能(BSC/PCF)
　　122　BSC/PCF
　　124　モデムプールトランシーバ(MPT)
　　124　MPT/BS
　　126　キャリアネットワーク
　　160　パケットデータサービングノード(PDSN)
　　160　PDSN
　　165　ブロードキャストサービングノード(BSN)
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　　206　トランシーバ
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　　208　ASIC
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　　212　メモリ
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